
【 炭酸ガス発生装置導入による増収 】

部署　：　営農販売課　

＜取組みの概要＞

炭酸ガス発生装置導入による増収を図り

農家所得を向上します。

＜事業化（プロジェクト化）成功のポイント＞

補助事業にて炭酸ガス発生装置の導入

を行い、普及センター・JA・部会と炭

酸ガスの施用技術の検討を図り、部会

会議（定例会等）にて各生産者の炭酸

ガス施用方法について、情報共有を

行った。

＜農家のメリット・農協のメリット＞

平成23年度から導入を開始、平成25年度から反収の伸長が見受けられ、近年では反収20ｔを上回る

数値となっています。
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装置導入 　出荷量・反収が伸長 農家所得向上へ

導入件数：述べ１４件／部会員数１８名のうち

※平成28年度出荷期間：平成28年9月～29年7月


